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研究成果の概要（和文）： 利用者にとってさらに安心で暮らしやすい情報社会を実現するため

に、(1) 新しいネットワークコンピューティング技術、即ちユビキタスネットワークを効果的

に管理する利用者中心の新しいネットワーク技術、および、(2) 人・社会・環境と情報システ

ム(アプリケーション)が共生するための新しいコンピューティング技術を開発した。これらの

技術により、安全・安心な情報社会を支える次世代情報基盤の構築技術を確立した。 

 
研究成果の概要（英文）：We have investigated basic technologies to realize safety, 
people-friendly and comfortable information society: (1) New network computing 
technology that can manage ubiquitous networks effectively, and (2) New computing 
technology for symbiosis between Human/Society/Environment and information systems. 
Through the research and development, we established design and construction technologies 
of information platform that supports safety and secure information society. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 インターネットとユビキタス情報通信技
術に基づいたインフラストラクチャの上に、
いつでもどこでも誰とでもコミュニケーシ
ョンが可能な、利便性の高いユビキタス情報

社会の実現を目指して国内外で様々な研究
開発が進められている。このようなユビキタ
ス情報社会において、「光」の部分と「影」
の問題がある。光の部分として、さらに今後
は、テレワークを用いた労働形態の進化によ
る生活の質的充実、地域間の格差の是正、国

研究種目：基盤研究 (A) 

研究期間：2007～2009 

課題番号：19200005 

研究課題名（和文） 人・社会・環境と情報システムが共生するためのネットワークコンピュ

ーティング技術 

研究課題名（英文） Network Computing Technology for Symbiosis between Human/Society/

Environment and Information Systems 

研究代表者 

 白鳥 則郎 (SHIRATORI NORIO) 

 東北大学・電気通信研究所・教授 

 研究者番号：60111316 



際競争力の強化などへの展開が期待されて
いる。一方、影の問題としてはディジタルデ
ィバイドやプライバシーの問題、ネットワー
クを用いた犯罪などが、今後の安心で暮らし
やすい情報社会の構築に向けて解決すべき
喫緊で重要な課題になっている。上述の影の
問題を解決し、光の部分をさらに発展させる
には、新しいネットワークコンピューティン
グ、即ち次世代ユビキタス情報環境の基盤と
なるモバイル IPv6 に基づいた新しいネット
ワーク管理や、従来の効率化を目指した協調
コンピューティング技術を超えた新しいコ
ンピューティング技術の創生、そして安心な
社会のための情報基盤に関する研究が必須
である。 
 
２．研究の目的 
 
 利用者にとってさらに安心で暮らしやす
い社会を実現するには、新しいネットワーク
コンピューティング技術、即ちユビキタスネ
ットワークを効果的に管理する利用者中心
の新しい技術と、人・社会・環境と情報シス
テム(アプリケーション)が共生するための
新しいコンピューティング技術が必要であ
る。本研究の目的はこれらの技術に関する研
究開発を推進し、安全・安心な情報社会を支
える情報基盤の構築技術を確立することで
ある。具体的には、(1)携帯端末、情報家電、
車、ロボット、センサなど、機能の異なった
膨大な数のデバイス群をつなぐユビキタス
ネットワークを効果的に管理する技術、およ
び(2)人間・社会・環境と情報システムが共
生するための新しいコンピューティング技
術を研究開発する。これらの技術を効果的に
利用することによって、安心な情報社会を支
える情報基盤の構築が可能となる。 
 
３．研究の方法 
 
 2 章で述べた目的を達成するために、期間
内に以下の 4つの研究課題に取り組んだ。 
  
(1)ユビキタスネットワークの動的管理技術 
 次世代ユビキタスネットワークのモバイ
ル IPv6 搭載デバイスに関するネットワーク
情報をリアルタイムに収集・分析・表示し、
さらにこれを効果的に活用し利用者中心の
動的ネットワーク管理を実現するための技
術を研究開発する。 
 
(2)人・社会・環境と情報システムが共生す

るための新しいコンピューティング技術 
 (1)の技術を用いて得られる利用者環境の
情報と、社会の仕組みを効果的に情報システ
ムに組み込んで、利用者に近づき、誰でも身
近に手軽に違和感なく情報システム(アプリ

ケーション)となじむ、すなわち共生のため
の新しいコンピューティング技術の研究を
行う。 
 
(3)人・社会・環境と情報システムの共生基

盤の構築 
 (1)と(2)の技術を用いて、アプリケーショ
ンが安心なサービスを利用者に提供するた
めに、人・社会・環境のアウェアネスをネッ
トワークを通して獲得・蓄積・認識し、アプ
リケーションが必要とする情報を自律的に
提供する共生基盤の研究を行う。 
 
(4)評価用アプリケーション 
 国民の関心の高い「子供の見守り支援シス
テム」等を開発する。 
 
４．研究成果 
 
 3 章で述べた研究計画に沿って実施した各
研究課題ごとの研究成果は以下の通りであ
る。 
 
(1)ユビキタスネットワークの動的管理技術 
①ユビキタスネットワークの高精細ネット
ワーク情報収集・可視化、およびネットワ
ーク情報の動的管理基本アーキテクチャに
関する基礎的な検討を行った(2007 年度)。 

②ユビキタスネットワークの動的管理技術
の詳細化を行った(2008 年度)。 

③ユビキタスネットワークの動的管理技術
の実装を行った。また、有線・無線・アド
ホック・センサなどのネットワークが混在
する実験環境上で評価用システムを用いた
実験を実施し、提案技術の評価を行った
(2009 年度)。 

 
(2)人・社会・環境と情報システムが共生す

るための新しいコンピューティング技術 
①コンピューティング技術に対する機能要
件を整理し、本コンピューティングの基本
概念とアーキテクチャについて検討を行い、
概念設計を行った(2007 年度)。 

②人・社会・環境と情報システムが共生する
ためのコンピューティング技術の概念の詳
細化、詳細設計、およびプロトタイプシス
テムの実装を行った(2008 年度)。 

③人・社会・環境と情報システムの間の「共
認知」に基づく新しいコンピューティング
の基盤技術として、パーセプチャルウェア
とソーシャルウェアのプロトタイプシステ
ムを実装した(2009 年度)。 

 
(3)人・社会・環境と情報システムの共生基

盤の構築 
①情報システムが人・社会・環境のアウェア
ネスを認識するための方式を整理統合し、



新たな認識のモデルについて詳細に検討し
た(2007 年度)。 

②人・社会・環境と情報システムの共生基盤
について、アウェアネス認識モデルの設計
と共認知機能の検討を行った(2008 年度)。 

③前年度までに設計・開発を進めてきた人・
社会・環境のアウェアネスの認識モデルに
基づき「共認知機能」のプロトタイプシス
テムを実装した(2009 年度)。  

 
(4)評価用アプリケーション 
①各技術の評価を行うための評価用アプリ
ケーションについて、機能要件の定義と基
盤技術に関する基礎的検討を実施した
(2007 年度)。 

②本提案技術の全体の評価を行うために、高
齢者見守り支援システム、子供見守り支援
システム、健康管理システム等の評価用ア
プリケーションのプロトタイプを設計・実
装した(2008 年度)。 

③各基盤技術を利用した評価用アプリケー
ションとして、高齢者見守り支援システム、
健康支援システム、現実/仮想空間の統合に
基づく 3 次元共生空間システム等の評価用
アプリケーションを実装した。また、評価
用アプリケーションを用いた実験を行い、
各基盤技術の効果を検証した。さらに、本
研究の 3 年間の成果について総合評価を実
施し、今後の展望等についてとりまとめた
(2009 年度)。 

 
(5) 研究成果に対する評価 
 
 研究成果を国際論文誌、国際会議等にて発
表した。また、国際会議における基調講演、
招待論文として招かれ、さらに、国内外の会
議で論文賞等を受賞するなど、本研究成果は
学術的に高い評価を受けている。一方、研究
成果の一部についてプレス発表を実施して
新聞に掲載され、また、開発したシステムの
一部を国内学会のデモ展示に出展するなど、
研究成果の公開を積極的に進めた。その結果、 
本研究成果は、社会的にも高い注目を集めて
いる。 
 以上から本研究は当初の予定を大幅に上
回る研究成果を挙げたと言える。 
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